
                                

 

 

 

                               

  

 

        ０類 全般・図書館          

（093/フ）『地域社会の持続可能性を問う』 

藤本晴久ほか 著 

        １類 宗教・哲学・心          

（100/ア）『訂正する力』 東浩紀 著 

（159/ヒ）『前祝いの法則 予祝のススメ』 

ひすいこたろう, 大嶋啓介 著 

（159/ヒ）『マンガでわかる前祝いの法則 予祝のススメ』

ひすいこたろう, 大嶋啓介 著 

        ２類 歴史・伝記・地理         

（210/ク）『平安貴族とは何か 三つの日記で読む実像』 

倉本一宏 著 

（210/セ）『藤原道長と紫式部 「貴族道」と「女房」の平

安王朝』  関幸彦 著 

      ３類 社会・政治・経済・教育       

（302/オ）『ガザとは何か パレスチナを知るための緊急講

義』 岡真理 著 

（304/カ）『だめ連の資本主義よりたのしく生きる』 

神長恒一, ペペ長谷川 著 

（307/コ）『公共一問一答 完全版』 清水雅博 著 

（319/カ）『「日韓」のモヤモヤと大学生のわたし』    

加藤圭木 監修 ; 一橋大学社会学部加藤圭木ゼミナール 

編 

（336/イ）『世界は経営でできている』 岩尾俊兵 著 

（366/ニ）『ルポ海外出稼ぎ 「安いニッポン」から「稼げ

る国」を目指す若者たち』 

 NHK「クローズアップ現代」取材班 著 

（382/ナ）『ゴールデンカムイ絵から学ぶアイヌ文化』 

中川裕 著 

 

 

 

 

 

 

 

      ４類 数学・科学・医学・看護        

（482/オ）『私の職場はサバンナです!』 

太田ゆか 著 ; 児島衣里 イラスト 

（491/ニ）『眠っている間に体の中で何が起こっているの

か』 西多昌規 著 

        ５類 家庭科・技術           

（596/ア）『菜箸でフレンチ 春夏秋冬のごちそうレシピ』

阿川佐和子 著 タサン志麻 著 

        ７類 芸術・体育           

（726/ム）『ハニーレモンソーダ 25 Honey Lemon Soda』

村田真優 著 

（786/ハ）『これで死ぬ アウトドアに行く前に知っておき

たい危険の事例集』 羽根田治 著 

          ８類 言語            

（830/エ）『英検 2 級過去 6 回全問題集 文部科学省後援 

2024 年度版』 

          ９類 文学            

（913.6/フ）『紫式部本人による現代語訳「紫式部日記」』

古川日出男 著 

（913.6/フ）『三十年後の俺』 藤崎翔 著 

（913.6/ア）『22 歳の扉』 青羽悠 著 

（913.6/イ）『プラスティック』 井上夢人 著 

（913.6/ダ）『花筐』 檀一雄 著 

（913.6/ナ）『君を守ろうとする猫の話』 夏川草介 著 

（913.6/ス）『もう明日が待っている』 鈴木おさむ 著 

（913.6/ウ）『それは令和のことでした、』 歌野晶午 著 

（913.6/ミ）『ビブリア古書堂の事件手帖 ４ 扉子たちと

継がれる道』 三上延 著 

（913.6/ア）『家族解散まで千キロメートル』 浅倉秋成 著 

（913.6/イ）『ぎんなみ商店街の事件簿 SISTER 編』 

井上真偽 著 

（913.6/イ）『ぎんなみ商店街の事件簿 BROTHER 編』 

井上真偽 著 

（913.6/イ）『海を覗く』  伊良刹那 著 

（913.6/マ）『七帝柔道記 Ⅱ 立てる我が部ぞ力あり』 

増田俊也 著 

（914/カ）『口の立つやつが勝つってことでいいのか』 

頭木弘樹 著 

（929/キ）『不便なコンビニ』  

キムホヨン 著 ; 米津篤八 訳 

（929/フ）『優等生サバイバル 青春を生き抜く 13 の法則』

ファンヨンミ 作 ; キムイネ 訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       
                    平田高等学校図書館 ２０２４年７月 第４号 

 

♪図書委員会リレーコラム♪ 3 年 3 組  図書委員 

  私が紹介する本は『儚い羊たちの祝宴』です。この本

は『氷菓』等で知られる米澤穂信さんによるダークミス

テリ短編集です。 

あらすじをざっくり説明すると、お金持ちの令嬢と召

使いのお話になります。内容は少し難解で、残酷な描写

や文学ネタが多く、好き嫌いは分かれるかも知れません

が、好きな人はとことんハマる作品だと思います。物語

の描写は非常に淡々としているため、読みやすいです。

一方で、令嬢と召使いの関係性は魅力的な描かれ方をし

ています。 

そして、この作品の最大の特徴は、優美で淡々とした

物語が、最終的にとてもダークで衝撃的な結末を迎える

ところにあります。背筋がぞくりとし、身体に電流が走

るような「一撃」を喰らわされます。このように緻密に

計算された恐ろしくダークで爽快な短篇集である本作を

是非、読んでみてください。 


